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AKR1C2

AKR1C2; DDH2; Aldo-keto reductase family 1 member C2; 3-alpha-HSD3; Chlordecone
reductase homolog HAKRD; Dihydrodiol dehydrogenase 2; DD-2; DD2; Dihydrodiol
dehydrogenase/bile acid-binding protein; DD/BABP; Trans-1; 2-dihydrobenzene-1,2-diol
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	製品名: DD2ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、40種類以上の既知の酵素およびタンパク質からなるアルド/ケト還元酵素スーパーファミリーのメンバーをコードします。これらの酵素は、NADHおよび/またはNADPHを補酵素として、アルデヒドおよびケトンを対応するアルコールに変換する反応を触媒します。これらの酵素は、重複しつつも異なる基質特異性を示します。この酵素は胆汁酸に高い親和性で結合し、3-α-ヒドロキシステロイド脱水素酵素活性は最小限です。この遺伝子は他の3つの遺伝子メンバーと高い配列相同性を有し、染色体10p15-p14にこれらの3つの遺伝子とともにクラスターを形成しています。この遺伝子には、2つの異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2011年12月]、触媒活性：アンドロステロン + NAD(P)(+) = 5-アルファ-アンドロスタン-3,17-ジオン + NAD(P)H.、触媒活性：トランス-1,2-ジヒドロベンゼン-1,2-ジオール + NADP(+) = カテコール + NADPH.、酵素調節：ヘキセストロールのIC(50)が2.8 uM、1,10-フェナントロリンのIC(50)が2100 uM、1,7-フェナントロリンのIC(50)が1500 uM、フルフェナム酸のIC(50)が0.9 uM、インドメタシンのIC(50)が75 uM、イブプロフェンのIC(50)が6.9 uM、リトコール酸のIC(50)は0.07 uM、ウルソデオキシコール酸のIC(50)は0.08 uM、ケノデオキシコール酸のIC(50)は0.13 uMです。,機能：5-α/5-βステロイド還元酵素と協調して、ステロイドホルモンを3-α/5-αおよび3-α/5-βテトラヒドロステロイドに変換します。最も強力なアンドロゲンである5-α-ジヒドロテストステロン（5-α-DHT）を5-α-アンドロスタン-3-α,17-β-ジオール（3-α-ジオール）に不活性化する触媒作用をします。高い胆汁結合能を有します。,類似性：アルド/ケト還元酵素ファミリーに属します。,
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	AKR1C2抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
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